
議
員　

現
在
の
酪
農
情
勢
は
乳
価
の
10

円
引
き
上
げ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
の
未
払
い
金
に
回
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
ま
ま
で
す
。

　

次
の
５
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
過
去
５
年
間
の
農
家
戸
数
、
経
産
牛

頭
数
、
産
乳
量
の
推
移
は
。

②
配
合
飼
料
、
農
業
資
材
高
騰
下
で
の

酪
農
経
営
の
現
状
認
識
は
。

③
経
営
担
い
手
の
現
状
と
支
援
策
は
。

④
酪
農
家
負
債
の
現
状
と
支
援
策
は
。

⑤
国
の
追
加
経
済
支
援
対
策
（
酪
農
関

連
対
策
）
の
活
用
方
策
と
経
営
能
力
の

育
成
指
導
は
。

町
長　

①
下
の
表
の
と
お
り
。

②
19
年
か
ら
飼
料
、
資
材
価
格
が
高
騰

し
、21
年
に
飼
料
は
や
や
下
が
っ
た
が
、

肥
料
は
高
値
が
続
い
て
お
り
、
経
営
環

境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

③
町
の
認
定
農
業
者
は
１
９
０
戸
で
、

そ
の
う
ち
約
90
戸
で
後
継
者
が
育
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
所
得
確
保
と
健
全

経
営
や
時
間
的
な
ゆ
と
り
が
持
続
可
能

の
必
要
条
件
で
す
。

④
負
債
は
増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
20
年
度
か
ら
農
業
資
材
、
飼
料
価

格
高
騰
緊
急
対
策
資
金
を
新
岩
手
農
協

が
創
設
し
、
町
が
21
年
度
か
ら
利
子
補

給
を
し
て
い
ま
す
。

⑤
畜
産
経
営
強
化
緊
急
支
援
事
業
で
機

械
を
リ
ー
ス
で
導
入
し
た
場
合
３
分
の

１
を
国
が
支
援
す
る
も
の
で
、
も
う
ひ

と
つ
は
畜
産
経
営
維
持
緊
急
支
援
資
金

で
25
年
償
還
で
据
置
５
年
、利
率
は
１
・

８
㌫
、
当
初
２
年
間
は
無
利
子
と
い
う

内
容
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
農
協
と
連
携

し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

８
月
９
日
午
後
７
時
30
分
か
ら

８
時
30
分
過
ぎ
ま
で
、
３
９
２
戸
が
停

電
と
な
り
地
区
住
民
は
不
安
を
感
じ
ま

し
た
。

　

有
事
に
即
時
性
の
高
い
情
報
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
が
必
要
で
な
い
か
。

町
長　

情
報
基
盤
整
備
で
は
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
情
報
を
受

け
ら
れ
る
環
境
の
構
築
（
町
内
47
拠
点

に
屋
外
告
知
端
末
を
設
置
し
、
さ
ら
に

は
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
放
送

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
機
能
）
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
情
報
伝
達
手
段
は
電
源
供
給
に
よ

り
稼
働
す
る
機
器
類
が
中
心
で
あ
る
た

め
、
停
電
の
規
模
、
場
所
、
範
囲
等
の

状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
使
用
で
き
な

く
な
る
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
従
来
行
っ
て
き
た

広
報
車
に
よ
る
広
報
で
あ
っ
た
り
、
分

団
消
防
自
動
車
に
よ
る
広
報
、
自
治
会

や
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
各
戸
へ
の
情

報
伝
達
な
ど
、
停
電
の
規
模
、
場
所
、

範
囲
等
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
運
用

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

葛
巻
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
停
電
時
の
対

応
も
盛
り
込
ん
だ
見
直
し
を
図
る
考
え

で
す
。

5年間の酪農の現状

16 17 18 19 20 年度

産乳量トン 経産牛頭数 酪農家戸数

4.3万トン

5322頭
5235頭

5150頭

4939頭

5469頭

231戸
210戸 196戸 189戸

219戸

4.3万トン 4.2万トン 4.1万トン 4.0万トン

　

大
会
で
は
、
３
、
４
の
内
容
を
高
宮

一
明
議
員
（
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
委
員
長
）
が
提
案
説
明
し
、
酪
農
・

畜
産
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
配
合
飼
料

や
原
油
の
価
格
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス

ト
の
上
昇
で
、
酪
農
畜
産
な
ど
農
業
全

般
の
経
営
環
境
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
危

機
的
な
状
況
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
次
の
事
項
を
強
く
訴

え
ま
し
た
。

①
配
合
飼
料
の
価
格
安
定
対
策
強
化

②
牛
乳
の
販
売
価
格
値
上
げ
に
対
す
る

消
費
者
理
解
に
向
け
た
取
り
組
み

③
自
給
飼
料
増
産
の
た
め
の
基
盤
強
化

対
策

　

ま
た
、林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、間
伐

材
の
放
置
や
伐
採
跡
地
の
荒
廃
が
散
見

し
て
い
る
こ
と
か
ら
間
伐
材
の
有
効
利

用
や
再
造
林
の
推
進
を
訴
え
ま
し
た
。

岩手郡町村議会議員大会を葛巻で開催

酪農・林業の振興を訴える高宮委員長

な
い
と
言
い
ま
す
。

　

講
演
中
、
葛
巻
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
対
す
る
取
り
組
み
を
番
組
の
中
で

知
り
、
そ
の
取
り
組
み
は
先
駆
的
で

あ
り
、
大
変
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
質
問
で
は
、
中
国

の
食
糧
事
情
に
つ
い
て
聞
か
れ
、
貧

富
の
差
は
拡
大
し
て
い
る
が
、
飢
餓

で
亡
く
な
る
こ
と
は
無
く
な
っ
た
と

答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
氏
の
講
演
で
温
暖
化
防
止
や

環
境
保
護
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
聴
講
を
呼
び

か
け
た
結
果
、
約
40
人
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
56
回
岩
手
郡
町
村
議
会
議
員
大
会

（
岩
手
郡
町
村
議
会
議
長
会
主
催
）
は

８
月
６
日
、
郡
内
議
会
議
員
68
人
が
参

加
し
、
土
谷
川
の
く
ず
ま
き
高
原
牧
場

も
く
・
木
ド
ー
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
⻆
掛
邦
彦
会
長
（
滝
沢
村

議
会
議
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
望
月

正
彦
盛
岡
地
方
振
興
局
長
、
工
藤
勝
博

県
議
会
議
員
ほ
か
の
来
賓
祝
辞
に
引
き

続
き
、
議
長
団
を
選
出
し
、
議
事
で
は

郡
内
町
村
が
抱
え
る
９
項
目
の
課
題
に

係
る
要
望
事
項
を
審
議
し
、
満
場
一
致

で
採
択
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
９
項
目
に
つ
い
て
は
、
国
と

県
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

要
望
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

国
道
の
拡
幅
改
良
整
備
の
促
進

２　

県
道
及
び
主
要
地
方
道
の
早
期

　
　

改
良
整
備

３　

農
業
の
振
興
対
策
の
推
進

４　

林
業
の
振
興
対
策
の
推
進

５　

医
療
保
険
制
度
の
改
善

　
　

ほ
か
4
項
目

郡
内
の
課
題
解
決
に

満
場
一
致
で
取
組
む

議
員
大
会

　

大
会
終
了
後
、
朝
日
新
聞
編
集
委
員

で
、
テ
レ
ビ
朝
日
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
前
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
加
藤
千
洋

氏
の
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
放
映
さ
れ

た
内
容
「
水
で
読
む
中
国
・
黄
河

５
４
０
０
キ
ロ
の
取
材
か
ら
」
と
題
し

た
講
演
で
は
、
現
地
取
材
を
通
し
た
黄

河
の
水
事
情
か
ら
環
境
の
変
化
を
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
黄
河
の
源

流
域
に
何
千
と
あ
っ
た
池
が
干
上
が

り
、
無
計
画
な
水
利
用
で
黄
河
の
流
れ

が
海
ま
で
と
ど
か
な
く
な
り
、
現
在
、

揚
子
江
か
ら
黄
河
下
流
域
へ
水
を
供
給

す
る
工
事
を
し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
砂
漠
の
広
が
り
は
、
現
在
首

都
北
京
の
西
方
に
砂
丘
の
よ
う
な
砂
漠

が
現
れ
、
や
が
て
は
北
京
が
埋
も
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、

中
流
域
で
は
、
水
俣
病
や
イ
タ
イ
イ
タ

イ
病
の
よ
う
な
症
状
が
起
こ
っ
て
い
る

村
も
各
地
に
存
在
し
て
い
る
な
ど
、
環

境
を
犠
牲
に
し
て
発
展
を
続
け
る
中
国

も
こ
こ
に
来
て
環
境
汚
染
を
無
視
で
き

基
調
講
演

水
で
読
む
中
国
・
黄
河

５
４
０
０
キ
ロ
の
取
材
か
ら

環境問題を熱く語る加藤千洋氏

柴
し ば た

田 勇
い さ お

雄 議員

持
続
可
能
な
酪
農
経
営
が
図
ら
れ
る
施
策
は

新
た
な
支
援
事
業
等
で
農
家
支
援
を

問答

災
害
発
生
・
停
電
時
の

情
報
伝
達
は
大
丈
夫
か

問
停
電
時
の
対
応
を
含
め

町
防
災
計
画
を
見
直
す

答
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